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定価2100円（税込）

未踏の野を
過ぎて 渡辺京二

後藤正治氏おすすめ！
新聞、各紙誌にて紹介

現代とはなぜこんなにも棲みにくいのか
前近代から近現代へと変貌し続ける世相の本質をつかみ生き方の支柱を示す。
東日本大震災にふれた「無常こそわが友」「大国でなければいけませんか」
「老いとは自分になれることだ」「消え去った含羞」など、ことば、生と死、
仕事、身分、秩序、教育、環境など現代がかかえる歪みを鋭く分析し、前近代
の中に解決の糸口を見い出そうとする評論集【30編収録】。

３月11日の東日本震災以降、いまの時代をそして日本
を渡辺京二がどのようにみているかということが注目
された。しかし著者は震災直後、すべての原稿依頼を
断っていた。したがって各書評では、本書の震災にふ
れた「無常こそわが友」における著者の言葉、内面を
紹介しているものが多いようです。

【FAX: 092-726-9886】

江戸という幻景

未踏の野を過ぎて
定価  2100円（税込）ISBN978-4-86329-063-1 C0095

定価  2520円（税込）
ISBN 978-4-902116-21-2
          (4-902116-21-9)  C0021

定価  2520円（税込）
ISBN 978-4-86329-005-1  C0021

「週刊文春」にて
  池澤夏樹氏が紹介【6刷】

【2刷】

【2刷】

アーリイモダンの夢

近代をどう超えるか
定価  1890円（税込）
ISBN 978-4-902116-03-8
          (4-902116-03-0)  C0036

《渡辺京二対談集》

渡辺京二  著

〈著者の横顔〉 渡辺京二 （わたなべ・きょうじ）
1930年京都市生まれ。熊本市在住。日本近代史家。
主な著書『北一輝』（毎日出版文化賞、朝日新聞社）、『評伝
宮崎滔天』（書肆心水）、『逝きし世の面影』（和辻哲郎文化
賞、平凡社）、 『黒船前夜  《ロシア・アイヌ・日本の三国志》』 
（大佛次郎賞、洋泉社）、『江戸という幻景』『近代をどう超え
るか』『アーリイモダンの夢』（以上、弦書房）、  『細部にやど
る夢 《私と西洋文学》』（石風社、近刊）など著書多数。

Watanabe kyoji

◆名著『逝きし世の面影』 『黒船前夜 』の著者による現代世相論◆ お待たせいたしました
      増刷できました

東京新聞、図書新聞、東洋経済、週刊現代、
週刊金曜日他各紙誌で書評掲載されました

《問題の核心に鋭く切り込む言葉の数々》

【ココダケのハナシ】
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【FAX: 092-726-9886】


